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要 旨

近年,建築業界における合理化省力化は急ピッチで進められ,その一環として現場工法から工場生産へと生

産システムが移行されつつあるが,中でも,住宅建築の機能集約部であるノミスルームを中心とする水まわり部

の工業化ほ特に関心が高まっている｡

本論では,日立化成工業株式会社におけるバスルームユニット7年間の歴史を振り返り,開発に至った社会

的背景を探り,ユニット商品化の現状を紹介し,そこに提起されている問題から,今後のバスルームユニット

のあり方を考えてみた｡

1.緒 □

建築生産の工業化は,今や産業界全般の最大関心事となりつつあ

る｡なかんずく,住空間の梯能集約部ともいえる浴室を中心とする

いわゆる水まわり部の工業化一ノミスルームユニットーが,建物の構

造部のプレファプ化と並んで建築の工業化の中心テーマとなりつつ

ある｡

そこで,本文では,日立化成工業株式会社におけるバスルームユ

ニッりヒ7年の歴史を振り返り,開発に至った社会的背景あるいほ

ユニット化の現状を紹介し,そこに提起されている問題から,今後

のバスルームユニットのあり方を考えてみたい｡

2.バスルームユニット開発の背景

高度経済生長を背景に産業界における人手不足は近年とみに問題

化されているが,中でも建設業における技能労務者の不足率は,住

宅を中心とする建築投資額の急増と相まって,ますます深刻化の度

合いを高めているのが現状である｡

他産業と同様,建設業における技術革新も非常にめぎましいもの

があり,建設現場における機械化あるいは合理化により生産性の向

上が図られているが,基本的には,今なお建築生産の主流は建設現

場に多種多数の技能労務者を確保することにより成立する労働集約

的生産であり,大多数の部品は建物ごとに設計され,原材料を現場

で加工するオーダーメード的生産である｡

このことが,建築労務費の上昇あるいほ原材料の上昇がそのまま

建築費上昇に直結している主因であり,ほかの工業製品が生産性の

向上により労務費の上昇を吸収しているのに反し,建築費が年々非

常な高率で上昇している大きな原因である｡またこの上昇にブレー

キをかけることが,ここ数年来の建築界の最大のテーマでありかつ

社会的な要求ともなっている｡

このような時代背景にあって,従来の建築生産システムは根本的

に変更を余儀なくされているのが現状といえよう｡すなわち,砂,

砂札 セメント,木材などの天然資材および加工度の悔い材料を建

設現場から追放し,より加工度の高いあるいほ復合皮の高い工場生

産部品への置換,さらに機械化の導入により飛躍的な省力化を図る

ことが必要とされる｡それは,伝統的な現場加工の労働集約的生産

から,工業部品および量産部品のアッセソプリヘと質的な変更を要

求するものであり,これが近年建築生産の工業化に関心が高まって

きた主因である｡また掛こ最近でほ建築の主流となりつつある住宅

産業が,自動車産業や家電産業に次ぐビッグイソダストリと目され

るゆえんである｡

日立化成工業株式会社結城工場

図1 バスセットSJT-512

ホテルの客室あるいは重層住宅の内装工事の中で,バスルームを

中心とする水まわり部は工事工程上の最大のポイントといわれてい

る｡それはこの部分に給水湯･排水･エネルギー,電気,各種器具

などのいわゆる枚能部が集約されていると同時に,特にわが国では

入浴の際,からだを浴槽外で洗う入浴習慣からバスルームを作る場

合,和風洋風を問わず必ず防水工事が必要なことに起因する｡すな

わち面積的には狭い場所ながら,多くの職種と日数を必要とし,万

一故障が生じた場合の処理が非常にむずかしいこともあり,現場管

理上も最も人手を要する工事とされている｡

ここに,バスルームがユニット化された最大の現由があり,また

諸外国にさきがけてわが国が最も早く本格的商品化された理由が

ある｡

3.バスルームユ=ソト化の現状

3.1製品の種類

現在までに開発されたバスルームのユニットを簡単に紹介すると

内容的に下記の四つに分業員される｡

(1)バ ス セ ット (3)防 水 パ ン

(2)バス･トイレムーブネット (4)バスユニット

ノミスセットとは,防水工事ならびに給排水工事の省力化にポイン

トを置いて開発された製品であり,FRP(FiberReinforcedPlastics)

の成形性を利用し浴槽･洗い場を同じ材質で成形すると同時に,排

水トラップを内蔵し,場合によっては給水場配管まで組込みが可能

に計画されている｡

バス･トイレムーブネットは,建築家菊竹清訓氏の『生活のため

に代謝できる道具的装置』-ムーブネットーの商品化であり,バス

ルームに必要な主要器具･給排水配管などをコンパクトに二つの卵

形のFRP成形品に組み込んだ複合器具である｡

防水パンは建築工事上,最も手間がかかりトラブルの多い防水部

を工業製品に置換するため開発された製品である｡
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国3 防水パンP-5115

図2 バス･トイレムーープネット

バスユニットほ,上記のバスセット,ムーブネット,防水パンが

いずれもバスルームの部分的なユニット化であるのに対し,バスル

ーム内部をすべて工場生産化するため開発されたものである｡すな

わち,最も重要な防水部分ほもちろんのこと,床,壁,天井,出入

U,便器,洗面器,シャワーなどの内部器具,石けん入れ,灰ざら

などのアクセサリー,給排水配管などバスルームに必要ないっさい

の器具が内蔵されている｡

3.2 ユニット化の歴史

昭和39年から現在(こ至るまでのバスルームユニット化の短い歴

史をみても明らかに二つの段階が考えられる｡

第1の段階は,昭和39年の東京オリンピック工事を一つの契機

として初めてホテル建築にバスユニット,/ミスセットが採用され,

以来ホテル建築を中心に完全なオーダーメード製品として手乗用され

てきたのが昭和39年～42年である｡

バスルームのユニット化がホテル用からスタートした理由として

は,いわゆる和風浴室とは異なり,ホテルの/ミスルームは洗面,便

所,浴室という客室の機能部がワンルームに集約されておりユニッ

ト化の対象として取り扱いやすいこと,また前述のように,ホテル

のバスルームは元来ノミスタブの外で体を洗うべき所でほないが,わ

が国においては,和風の入浴習慣からバスタブの外に水を流される

ことがあり実際上は防水工事は絶対必要条件なので,在来工法の場

合にほ作業が複雑となりユニット化による省力化のメリットが非常

に大きいこと,またホテルの性格上機能部の質あるいはメインテナ

ンスの容易性がランニングコスト低減上から特に強く望まれること

などがあげられる｡

この当時の製品はほとんどすべてが受注生産品であり,注文主の

要望に応じた仕様で建物の寸法に合わせた一品料理的色彩が強く,

製品間における部品の互換性や量産性に対する考慮などもあまり払

われなかった｡また需要もホテル,マソショソが中心であり,一般

住宅建築への採用ほほとんど皆無の状能であり,需要の絶対量から

も量産化は不可能であった｡

第2の段階ほ昭和43年から今日に至る時期であり,ホテル用と

同時に住宅用バスユニットの需要が急増したことが特徴としてあげ

られる｡その第一の理由は万国博工事による建設工事の絶対量の拡

大一それに伴う技能労務者不足の深刻化があげられよう｡またこの

時期にきて初めてホテル用でためされたバスユニットのメリットが

建築界全搬に認識されてきたともいえるのではなかろうか｡

需要の拡大に伴いこれまでのバスユニットの生産方式にも反省が

なされ,従来までの一品料理的な製造方法では需要に応じきれず,

またコスト低減の要求からも量産性が求められ,この時期に初めて,
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図4 バスユニットUHS-1217

担15 札幌ダラソドホテルUID-201形バスユニット

標準化の考え方が打ち出された｡すなわち,FRP製の防水パン,単

体ノミス,プリント鋼板プレス成形パネルなど,量産性,互換性の高

い部分への置き換えがなされ,ホテル用,住宅用ともに共通の部品

を使用した標準形バスユニットの開発がなされた(図4)｡

このように部品段階での標準化は現在かなり進んでいるとほいえ

るが,残念ながらホテル用バスユニットに関してはまだまだオーダ

ーメード的要求が強く,コストダウンの阻害要因ともなっている｡

ホテル式の経営方式は人手不足に悩む観光地の旅館にも浸透しつ

つあり,それに伴うホテル用バスユニットの需要も増大するものと

思われるが,コストダウンの意味から標準化に関するユーザー側の

協力が望まれる｡

住宅用/ミスユニットの開発当初はオーダー的要素もあったが,ホ

テル用と異なり,浴槽,ポイラ,給水湯栓(せん)など比較的単純な器

具を組み込んだ和風あるいほ和洋折衆のバスユニットであること,

ユーザーの要求もどちらかといえば楼能中心であることなどから比

較的早い段階で標準化がなされつつある｡ただし,現状では需要の

中心が高層住宅であり,絶対需要はまだ少なく工場生産とはいえ,

まだじゅうぶんな量産化のメリットが得られるまでには至っていな

い｡今後さらに需要の拡大に伴い量産性の向上の可能性が大きく,

コストダウンも期待できる製品である｡

4･バスルームユニット化の問題点

上述のとおり,バスルームのユニット化は昭和39年～42年のホ

テル用を中心とした試用段階を経て,昭和43年から現在に至りそ



図6 住宅用ノミスユニットUJS-5115

の幅を住宅用に広げ,ようやく実用期にはいった段階であるが,ま

だその絶対数は少なく,本格的普及段階とほいいがたい｡一方,万

国博工事終了後も,建築業界における労務者の不足ほ慢性化してお

り,一方,新住宅建設5個年計両にみられるように工事の絶対量は

ますます増大の傾向を示し,建築部品工業化に対する要望ほ今後ま

すます墟くなるものと思われる｡そのような意味で,バスルームの

ユニット化iことって昭和46年からの数年問は新しい第3の段階を

迎えるであろうと考えられ,ここで初めて本胤杓商品として定着期

にi･まいるものと考えられる｡

そこでそのような普及段階にモるまでに現在解決されなければな

らない幾つかの問題点を取り上げ考えてみたい｡

第1にあげられる問題はユニットの標準化と多様化の問題で

ある｡

工事の省力化あるいは合理化も最終的には生産性の向上による建

設コストの低減に集約されねばならない〔〕したがって,バスルーム

のユニット化も当然のことながら量産化によるコスト低減が期待さ

れる｡量産化の前提は同一製品の繰り返し生産であり,メーカー側

からほ規格化,標準化が強く望まれる｡)

一方,住生活は人間活動の中心的な場であり,そこでは画一化ほ

最もきらわれ,したがってバスルームに対する要求もユーザー側に

立つと,個人の好み,生活習慣の違いから多種多様化が望まれる｡

特にわが国の現状は,浴室についても,和風,洋臥 さらに和洋折

衷浴室があり,便器についても和風,洋風が同程度の需要を有し,

そのうえ,便所･洗面･浴室がワソルームになった洋風のバスルー

ムから,それぞれの室に別個に壁で仕切られた風呂場,その中間形

に至るまで諸外国にはみられない特異な需要構造を星している｡

この矛盾する二つの要求の接点でバスルームのユニット化は考え

られなければならないものであり,また住宅産業がほかの産業に比

べて,大きく特艮づけられる特異点であろう｡すなわち,住宅産業

における商品は,自動車産業や家電産業におけるように,画一的な

量産品を押しつけることは不可能であり,基本的に多種多様化を認

めることから出発すべきものであろう｡バスユニットが,開発当初

から量産化,規格化が望まれながら,どうしてもオーダーメード的

性格から抜け切れなかった理由もこの辺にあるのでほなかろうか｡

この間題の一つの解決策としては,ユニット構成部品の徹底した

規格化であり,その組合せによる最終製品の多様化があげられる｡

そのためには単に一メーカーだけの努力では不可能であり,各メー

カーが統一規格に基づき部品生産を行ない,各部品がオープン化さ

れることにより初めて達成されるものと考える｡幸い,最近,建設
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省,通産省が中心となり,幾つかの官民合同の研究の場が設けられ,

規格統一の機運にあり,このような意味で大いに期待されている｡

第2に取り上げるべき問題ほ,法令上の阻害要因である｡中でも

公共の水道に直結する場合,配管材料あるいは給水湯器具の種題が

おのおの異なる地方公共団体の条令の適用を受け,かつ認定業者以

外は工事ができないことを規定した水道法があり,事実上ユニット

製品の一般住宅への普及化を阻害している｡このほか,ユニットの

機能化をさらに推進するうえで,ガス,電気,輸送上の規制も問題

とされている｡しかしながら,これら法令上の阻害要因は,前述の

官民合同の研究の場で第一に取り上げられてお古),早晩解決するも

のと期待されている｡

第3の問題として,建物の一部として置かれているユニットの位

置付けについて考えてみたい｡現在のバスユニットにみられる限り,

バスユニットほ在来工法iこより製作していたノミスルームを単に工場

生産製品に置換した"在来工法置換形”バスユニットとでもいうべ

き消極的意味しか見い出せない｡すなわち,ノミスユニットほ,建築

サイドからは単に在来のバス′レームの内装をそっくりそのまま工場

で製作することしか望まれず,それは全くユニットメーカーに委さ

れ,一方,建物の設計,施工計画はユニット抜きでなされているの

が実状である｡

そのために幾つかの矛盾を生じている｡たとえば,スラブ上にさ

らに剛性のあるユニットの床を載せなければならないこと,またユ

ニットまわりの外装をさらに独立して行なわなければならないこと

などであるぐ)またユニット工事に関しても,あくまで既成の設計,

施工計画が条件として与えられる｡そのため,部品の搬入路あるい

ほ施工設備の関係から,ほとんどのバスユニット工事は細分化され

た部品を現地で組み立てるノックダウン方式が揺られている｡後述

するが,バスユニットの現地への供給方式としては,工場ですべて

の部品を組み立て現場でほ据付け搬入のみというカセット方式がよ

りすぐれていることほ論をまたぬところであり,この点でも大きな

矛盾を生じている｡

これら矛盾を解決しさらに大きな札たを見い出すためには,バス

ユニットを単に一つの部材としてとらえることなく,有楔的に結合

する建物の一部としてとらえ,設計段階および施工計画時に建物と

同時に考えられることが必要であり,そのためには単にユニットメ

ーカーのみの努力では達成されず建築側との共同研究があって初め

て成しうるものである｡

このような意味から今回,京1プラザホテル998室のバスユニッ

ト工事において日本設計および鹿島建設株式会社のご協力のもとに

行なったカセット工法i･も 意義深いものと信じている｡

5.カセットエ法につし､て

前述のように,ユニットの現場供給方法には,部品を工場で製作

し現地で組み立てを行なうノックダウン工法と,組立てまで工場で

行ない現地では搬入据f巾ナのみのカセ､ソト工法がある｡このどちら

が良いかというテーマほ,バスユニット開発当初からの業界におけ

る懸案であった｡ユニット化の目的が,現場工事の省力化にあるこ

とを考えれば,当然工場加工率を上げたカセット工法が望ましいこ

とは明らかであるが,現実には,わが国の道路事情の悪さ,建物へ

の搬入路の確保がむずかしいこと,また輸送費のコストアップのた

めに,ほとんどのユニットがノックダウン工法で供給されているの

が実状である｡

今回,日本設計ならびに鹿島建設株式会社のご協力のもとに実施

した京王プラザホテル納めのバスユニット,大成海外,鹿島建設JV

のご協力のもとに,わが国初の輸出品として納入中のイソドネシア･

ヌサンタラホテル納めのバスユニットをはじめ,そのほか数個所で
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図7 京王プラザホテル納UHD-1619形バスユニット(Cタイプ) 図8 京王プラザホテル納UHD-1622形バスユニット(Bタイプ)

表1 京王プラザホテル納 バスユニット仕様一覧表

項 目 UHD-1619形(Cタイプ) UHD-1622形(Bタイプ) UHD-1622形(Aタイプ)

客 室 の 種 類 イ ン ル ー

ム (TR-C) ツ イ ン ル ー

ム(TR-B) イ ン ル ー

ム(TR-A)

498窒 236室 264室

寸

床

幅1,650×長さ1,950×天井高2,鵬5(mm) 幅1,650×長さ2,250×天井高2,065(mm)

FRP下地磁気モザイクタイルはり補強鉄骨

壁 アクリル塗料焼付銅板1t石膏ボード9t裏打

天 井 アクリル塗料焼付鋼板1t
グラスウール15t裏打

FRP下地磁気モザイクタイルばり補強鉄骨

幅1,650×長さ2,250×天井高2,065(mm)

FRP下地磁気モザイクタイルばり補強鉄骨

‾｢テ‾テリル塗料焼付鋼板1t
石膏ボード9

アクリル塗料焼付鋼板1t

_____________________▼▼【剋ユ真紅_アクリル塗料焼付銅板1t
グラスウール15t裏打

アクリル塗料焼付鋼板1t
グラスウール15t裏打

ド ア と ド ア わ く 米桧見付25見込110クッヅリステンレス 米絵見付25見込110クップリステンレス

カ ウ こ/ タ FRP メラミソ化粧板ばり

バ ス タ ブ FRP 鉄板ホウPウ(グラスタル)

米桧見付25見込110クップリステンレス

大 理 石

鉄板ホウPウ(グラスクル)

洗面器および混合水栓 東陶L507,TL-507埋込形アクリルハンドル 東陶L507,TL-507埋込形アクリルハンドル

便器および ロータンク 東陶C-451㊥押しボタン式内蔵形ロータソク 東陶C-451㊥押しボタン式内蔵形ロータンク

東陶L507,TL-507埋込形アクリルハンドル

東陶C-451㊧押しボタン式内蔵形ロータンク

パスシャワー混合水栓 アメリカンスタンダード製ワンタッチ式

冷 水 栓 東陶T236㊥

化粧ボックスおよび
コンセントボックス

鏡

配

塩ビ真空成形品,ステンレス製
カミソリ刃捨て付ボックス

アメリカンスタンダード製ワンタッチ式

東陶T236㊨

アメリカンスタンダード製ワンタッチ式

東陶T236㊧

塩ビ真空成形品,ステンレス製

防湿形幅5×長さ515×天井高1,280(mm)

カミソリ刃捨て付ボックス

防湿形幅5×長さ1,000×天井高1,550(mm)

ステンレス製
カミソリ刃捨て付ボックス

防湿形幅5×長さ953×天井高1,400(mm)

灯 具 40Wけい光灯アクリルカバー付 40Wけい光灯アクリルカバー付

ド ア 昭和押しボタン施錠両用形 昭和押しボタン施錠両用形

白熱灯 60W 2灯

昭和押しボタン施錠両用形

そのほかルーム
アクーヒサリ

リ ラ イ ン ス 聾圭 リ ラ イ ン ス 製 リ ラ イ ン ス 製

給 水 銅管去//ジョイント部ソケット 銅管鼻//ジョイント部ソケット 銅管量/′ジョイント部ソケット

給 湯 銅管去//ジョイント部ソケット 銅管量J/ジョイント部ソケット 銅管量J/ジョイント部ソケット

排 水 ト ラ ッ ブ FRP特殊形ジョイント部2//銅管 FRP特殊形ジョイント部2J/銅管 FRP勾寺殊形ジョイント部2J/銅管

汚 水 管 銅管3′/ 銅管3′/ 銅管3//

実施したカセット工法の経験から,ここであらためてノックダウン

工法とカセット工法の利害得失について考えてみたい｡

5.1京王プラザホテルにおける実施例

京王プラザホテル納めのバスユニットを計画する段階での最も大

きな課題は,約1,000台のバスユニットを決められた納期に遅滞な

く決められた工程に合わせ正確に納入据付することにあった｡また

当然のことながら品質の安定も要求された｡この解決策として業界

初のカセット工法が提案された｡

前述のように,カセット工法採用にあたっては解決しなければな

らない幾つかの問題があった｡これら問題が議論され,細目にわた

る利害得失が比較された｡

組み立てられたバスユニットの大きさは約1,800×2,200mm,す

なわち10ma近い体積を有し,総員数998個の搬入は,内装材料中

最大のものであり,エレベータなどの施工設備はもちろんのこと,

搬入路ならびにストックヤードの確保,綿密なタイムスケジュール

などが慎重に検討計画された｡

メーカー側の問題として輸送コストの問題があった｡容積一重量
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比がばく大なので,コスト的にノックダウン方式に比べて不経済な

ものになるのではないかなどの疑問があった｡結果的には,各部品

を個々に荷造り発送した場合に比べ体積的にもそれほど増さないこ

と,荷造および解荷の手間あるいは残材処理などを考慮すると,コ

スト的にもじゅうぷん相殺できる見通しを得た｡

最後に2方壁に囲まれた場所に容積と重量のあるバスユニットを

いかに正確かつ確実に据付固定するかの問題が残った｡作業環境を

考慮した各種の試作と実験を通じ 特殊冶工具および作業法が考案

された｡

これら机上プラソは,最終的には現地への実送テストにより確認

され,幾つかの修正を経て実施に移された｡昭和46年3月現在は

ぼ100%工事を完了し,当初の目的をじゅうぷん果たし得たものと

考える｡

5･2 インドネシヤ･ヌサンタラホテルにおける実施例

本受注は,わが国としては初めてのバスユニットの輸出であり,

気候条件あるいほ使用条件の違いなどを考慮し,仕様上も慎重に検

討がなされたが,最も大きな問題はユニットの現地への供給方法で
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図9 京王プラザホテル工事状況

(据 付 中)

図10 京王プラザホテル工事状況

表2 カセット工法とノック･ダウン工法の利害得失

比 較 項 目 カ セ
ット 工法 ノック･ダウソ工法

1.製品栢】空

品 罰

2.部品管理

お よ び

保管場所

3.荷 姿

4.搬入方式

お よ び

設 備

5.工程管理

6.誤送･

欠 品

a.作業員の質

b.冶 工 具

C.検 査

同一作業に同一作業員を

固定化できる｡

特殊冶工具の使用が可能｡

独立した検査システムー

悪けれは何回でもやり直

し可能｡

熟練工の確保は困難

工具使用に制限が多い｡

検査の徹底ほむずかしい｡

やり直しができない場合が

ある｡

a.スペー ス

b.部品管理

c.盗 難

d.保管場所

e.部 品 数

a.垂直運搬

b.水平運搬

硫み重ねができないため

やや大きくなる｡

整然と管理ができる｡

施錠すれば防止できる｡

ある程度の巷生で屋外可

小

各セット単位の輸送荷造
り｡

大形揚重機が必要｡

台 車

積み重ね可能なため比較的

少なくてすむ｡

管理は繁雑になりやすい｡

施工中可能性あり｡

施錠のできる倉庫が必要｡

非常に多い｡したがって紛

失のおそれ大｡

各パーツ種煩別の荷造り

揚重機または手持ち｡

手持ち

ユニット完成数が明確に

つかめる｡

セット単位の工程が組め

る｡

可能性ほとんどない｡

半完成品の状態が長く,完

成品としての工程がつかみ

にくい｡

作業員の確保が盃要となる｡

可能性あり｡特に万一誤

送･欠品を生じた場合の補

給がむずかしい｡

立面図

図11 ヌサソタラホテル納UHS-1318形バスユニット

(船積み中)

図12:スサンタラホテル納UHS-1318形バスユニット

あった｡国内とは異なりイソドネシヤにおける技術労務者の不足な

らびに技術水準の差,それに加えて部品の紛失や破損時の補給をい

かにするか,などから製品の組立ては100%工場で行ない,現地で

は搬入据付のみを行なうカセット工法を提案し採用された｡

京王プラザホテルの場合に対し,今回新たな問題として船輸送上

の技術的ならびにコスト上の問題,国情の違いから荷扱上の諸問題

が提起されたが,昭和46年1月,先発40セットの試送を行ない,

現地調査の結果ほぼ予想どおりに無事輸送が完了したことが確認さ

れ,今後同様の受注に明るい見通しを得ることができた｡

5.3 その他の実施例

上記はホテル用バスユニットでの代表的な実施例であるが,この

ほか住宅用バスユニットでは,竹中工務店のご協力のもとに納入し

た旭化成工業株式会社水島社宅ならびに株式会社阪急芙沢アパート

がある｡住宅用の場合いずれも階高が2,600mm前後(ほり下寸法

2,000mm前後)であるため,建物の中での横移動が不可能なため,

据付階の上階のスラブを載せる前にユニットを所定位置にクレーン

によりつり下げる工法が採られた｡

以上いずれの実施例でも共通して言えることは,計画の当初の段

階でカセット工法が立案され,施工設備および施工手順をそれに合

わせて準備されたことである｡このようにユニットの計画が有棟的

なつながりを有する,建築物のほかの部分をも含めて総合的に検討

されるならば,カセット工法の全面的な導入も不可能ではなく,さ

らに建築工事の合理化 質の向上がなされる可能性を有するものと

考える｡
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表3 ヌサンタラホテル納 UHS-1318形仕様一覧表

ⅤOL.53 N0.6 1971

No.

1

項 目 仕 様 No. 項 目 仕 様

ユ ニ
ッ ト 内 法 寸 法 短辺1,350×長辺1,850×高さ2,000(mm) 19

20

タ オ ル 掛 け リラインス202455MM

リラインス211

リラインス965

防湿タイプ710×510×5t(MM)

ビニールカーテン

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

浴 槽 FRP製

アルミ製1tアクリル塗料焼付

FRP下地磁気モザイクタイルはり

アクリル塗料焼付鋼板1t

シナベニヤフラッシュ

アルミ製

ポリエステル化粧板はり

東陶C-14P

東陶TC252

東陶T150AL

東陶TB19CVR

東陶TB5特

東陶TBl

東陶L153CF

R立MA-100

東陶AR14

リラインス205④410MM

W フ ッ ク

浴 槽 エ プ ロ ン 21

22

23

24

塩 り 付 石 け ん 入 れ

床

壁 パ ネ ル

鏡

カ ー

テ ン

ド ァ カーテこ/レール

灯 日

プラスチック製

防湿タイプコップ形白熱灯127V60W

ステンレス製

昭和SSU65特

亜鉛ダイキャスト102加IM2枚つり

アルミパンチングメタル

FRP製

ステンレス製

ガB銅管

1B銅管

75¢塩ビ管

ド ア わ く 25

天井パネル

便 器

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

ドアストッパー

ドアロック

ちユうつがい

天井換気口

便 座

フ ラ ッ シ ュ
パ ル 7

ハンドシャワー

シャワーバス水栓

吐水口

洗面器

ペーパーホルダー

灰 皿

カ ウ ン タ ー

排 水 目 皿

給 湯 管

給 水 管

汚 水 管

排水トラップ

コ ンーヒ ント

鉄 板 製

127V50Hz18 タ オ ル た な

d.結 口

以上,バスルームユニット化の現状を紹介し,幾つかの問題を考

え,一つの新い､ユニットの有り方としてカセット法を提案した｡

しかしながら,前述のようにバスルームユニットほ一般的にはま

だ耳新しいことばであり,需要の実体もごく限られた狭い範囲のも

のである｡むしろこれからが本格的な普及段階にほいるものと考

える｡

今後,建築生産の工業化はますます量と質が高められていくであ

ろうし,バスルームのユニット化もさらに発展させていくのがわれ

われメーカーの責任でもある｡特に現在のユニットはどちらかとい

えば工事省力化に重点が置かれているが,今後はそれと同時に,最

終ユーザーに,より重点が置かれた機能化ユニットの方向に開発が

進められるものと考える｡
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(クレーンでつり上げ中)

図13 旭化成工業株式会社水島社宅納UJS-5115工事状況




